
 

 

★情報カードの書き方の練習   

【添付資料：スライド資料、ワークシート、情報カード

様式】 

 

情報カードの書き方のコツ 

①「〇〇は～か？」という疑問形の形でテーマを作る。 

②テーマの疑問に答える形で、丸写しせずに、短い言葉

で、箇条書きでまとめる。 

③１枚のカードには、１つの情報をまとめる。 

（テーマの答えにならない部分を書きたい時には、違う

カードに書く） 

④調べて分かったことと感想を分けて書く。 

④参考図書の情報を残す。 

学校司書が集めてきた資料をもとに、学級の子どもの実態に合っている資料かどうか、一緒に確認できる時

間を確保できるとベスト。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 主な学習活動 指導、支援 青担任、黄緑担任か司書教諭、ピンク学校司書 
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１．学習の見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

２．担任と司書教諭の情報カードを使って分類・整理

をしてみる。 

  ・全く同じものはいっしょにすればいい。 

  ・同じ題だけど、中身が違うのがあるよ。 

  ・ちょっと似ているのがあるよ。 

○分類の仕方 

（１）同じものを重ねる。 

（２）似ているもの同士を集めて、グループ分けをす

る。 

（３）魅力を伝える情報だと思うものに順番をつけて

いく。 

 

３．2人１組で自分達の情報カードを分類・整理する。 

 予想される児童の反応 

  ・どの組もさっとできた場合。 

    ・全体で確認をし、次時書きたい情報にマー

カーを入れる。 

  ・組で差がある場合。 

    ・さっとできた組にどうやって分類していっ

たか紹介してもらう。 

    ・早くできた組は、次時書きたい情報にマー

カーを入れていく。 

４．まとめ 

今日の勉強で、わかったことを発表する。 

・情報を整理するには、同じものをまとめる。 

・似ているものは、グループにする。 

・より大事な情報に順番をつける。 

 

 

 

 

４年生 国語科  世界にほこる和紙 

子どもたちがたどり

着きそうな課題を想

定して、本を集めて 

おきます。 

学校司書 

思考ツールを使っ

た課題設定、情報カ

ードの書き方の指

導ができますよ。 

司書教諭 

もしくは担任 

思考ツールを使った課題設定の仕

方（◯◯の△△の形で具体化させ

る）や、情報カードの書き方の復習

しておくと、スムーズに学習が進み

そうですね。 

事前のスキル指導の様子を見て、

単元に入った時に、個別の支援が

必要な児童について共通理解を

図る。 

★思考ツール（ここではペンタゴンシート）を使った

課題設定の仕方の練習 【添付資料：スライド】 

 

漠然とした課題で、資料 

を探そうとすると、難しい。 

 

 

例 

①「和紙」について調べたい。 

②「和紙の歴史」について調べたい。 

 

②の方が、資料を探しやすい。探す前に、自分が知り

たいことを明確にするためにも、課題設定は、大切に

なる。 

ポイント 

ワークシート、スライド資料を確

認する。 

子どもが使いそうな資料を学校

図書館、町立図書館から探す。 

【リストあり】 

適切に課題を設定し、情報カードを使って情報を集め、 

分類整理し、発表につなげられるよう、みんなで支えよう！ 

課題の設定のさせ方が難しくなり

そう。課題を広く設定すると、広

がりすぎて収拾がつきづらい。 

４週間前 

伝統工芸の何を調

べたいか、子ども

達がイメージを持

ちにくい。 

担任 

２週間前 

単元スタートまでに確

ねらい： 自分の考えとそれを支える事例を明確にするために、事例を分類・整理すること

ができる。     準備物：【児童】情報カード    

第 11時 情報を分類・整理しよう。 

「昨日まで、自分が調べたい伝統工芸について調べ、

情報カードを書いてきました。このたくさんの情報

を全部リーフレットにのせられないですよね。今日

は、情報を整理する方法を勉強しようと思います。」 

同じ情報が書かれ

ているカードは、

重ねていき、似て

いる情報カード

は、色カードで仲

間分けをし、黒板

に掲示していく。 

 

担任に頼まれた組に入り、分類の仕方に沿

ってできているか見守る。 

分類の仕方に沿って、できているかチェッ

クしていく。 

上手にできているチームにどういう仲間

分けをしたか紹介し、全体に広げるよう

にする。 

「たくさんの情報は、分類、整理すると、すっきり

する。今日は、同じものをまとめる、似ているもの

をグループにする、順番をつける方法があることが

わかりましたね。」 

見本の情報カードには、全く同じもの、グル

ープでまとめられそうなものを用意する。   

分類の仕方が分かる

ように、キーワード

「重ねる」「仲間分

け」「赤丸」を黒板に

掲示する。 

全体を見ながら、困っている組がいたら、支

援していく。 

 

学校図書館活用授業シート 



 

 

 

 

 

 第 1 次 第 2 次 第 3 次 

１ ２～５ ６～７ ８～１０ １１（本時案あり） １２～１４ １４～１５ 

評価規準 

【態】 

説明する文章を読んで、そ

の書かれ方の工夫を取り入

れながらリーフレットを作

るという学習の見通しを持

とうとしている。 

【思・判・表】 
段落相互の関係に着目しながら、

考えとそれを支える理由や事例と

の関係について、叙述を基に捉え

ている。（Ｃ（１）ア） 

目的を意識して、中心となる語や

文を見つけて要約している。（Ｃ

（１）ウ） 

【知・技】 

幅広く読書に親しみ、読書が

必要な知識や情報を得ること

に役立つことに気づいてい

る。（（３）オ） 

【思・判・表】 

目的を意識して、中心となる

語や文を見つけて要約してい

る。（Ｃ（１）ウ） 

【知・技】 

比較や分類の仕方を理解する

ことができる。（（２）イ） 

 

【思・判・表】 

自分の考えとそれを支える理

由や事例との関係を明確に

し、書き表し方を工夫するこ

とができる。（Ｂ（１）ウ） 

【態】 

友達の作ったリーフレットを

読み合いながら、分かりやす

く書けているところを伝える

ことができる。 

 

 

 

 

 

学習の見通しをもつ 

①題名やリード文から伝統

工芸や和紙についてイメー

ジを広げる。 

①単元全体を見通して説明

する文章を読んで、その書

かれ方の工夫を取り入れな

がらリーフレットを作ると

いう学習の流れを捉える。 

②～⑤ 

・「世界にほこる和紙」を読み、

中心となる語や文を見つけて

要約する。 

・筆者の伝えたいことは何か

を考えながら読み、文章の構

成を捉える。 

・まとまりごとに中心となる

語や文を確かめ、それを用い

て文章全体を２００以内で要

約する。 

⑥Ｐ５６～５７の作例やＰ５

３の「学習の進め方」を確か

め、伝統工芸についてリーフ

レットを作る見通しをもつ。 

⑦調べたいものを決め、本を

読む。 

 

選んだ伝統工芸について詳し

く調べ、分かったことを書き

だす。 

⑧⑨⑩目的に応じて本や資料

を選んで読み、分かったこと

を情報カードに書きだす。 

⑪書き出した情報カードの中

から、同じもの同士分類した

り、より魅力を伝えているも

のはどれか整理したりする。 

⑫Ｐ５６～５７の作例を読

み、資料の使い方や参考図書

の示し方等、リーフレットの

書き方の良さを見つける。 

⑬Ｐ５５の組み立て例とＰ５

６～５７の作例を結び付けて

読み、自分の書く文章の組み

立てや資料の使い方を考え

る。 

⑭考えた組み立てに沿って説

明する文章を書く。 

⑮完成したリーフレットを読

み合い、分かりやすく書けて

いるところを伝え合う。 

⑯学習を振り返る 

・「たいせつ」「いかそう」で身

に付けたい・力を押さえる。 

・「ふりかえろう」では単元全

体の学びを振り返る。 

時間外 3 年生にリーフレッ

トを見せる。 

 ・島根県・隠岐の伝統工芸

を見せ、学習への興味を持

たせる。 

・実際のリーフレットを見

せ活動への関心を高める。 

・伝統工芸の本を教室に準

備する。 

指導書に沿って指導 ・教師が作った、リーフレッ

トを紹介し、これから作る学

習へ見通しを持たせる。 

・調べたい本を見つけるため

に、難しい文章は読み聞かせ

したり、意味をかみ砕いてあ

げたりなど味見読書をする。 

・正確に情報が抜き出すこと

が難しい児童には、コピーし

て線を引いてあげたり、読ん

であげたりするようにする。 

・授業後に、正しく情報が抜き

出せているかチェックする。 

・教師の情報カードを分類さ

せることにより、分類の仕方

を全員で確認できるようにす

る。 

・教科書から良さを見つけた

ことを教師のリーフレットを 

・いろいろな学習において、

調べる時、伝えたいことを明

確にする時のスキル 

 

 

 

  ・調べたいものを決める際に、

必要があれば、課題設定の仕

方について担任にアドバイス

をする。ペンタゴンシート（思

考ツール）を活用し、◯◯の△

△が知りたいと具体的な課題

設定ができるようにする。 

・児童が課題設定を終えた時

点で、担任と学校司書をつな

ぐ。 

・情報カードの書き方が思い

出せるように、掲示物等準備。 

・担任と事前に打ち合わせを

しておき、情報を抜き出すこ

とが難しい児童の個別の支援

にあたる。 

※授業前のところで、三者で

児童の書いた情報カードを確

認し、児童の思考の流れだと

どう分類整理しそうかなどに

ついて打ち合わせできる時間

を確保する。 

・授業中は、分類・整理が難し

いグループについて支援す

る。 

 【事後】担任、学校司書に、図

書館活用の視点からふりかえ

ってもらい、次回に活かせる

ように、記録を残す。 

 ・伝統工芸に関する本を準

備して、リストを作成。担任

に、渡す。 

・事前に、リーフレットを集

めておき、担任と相談しな

がらどのリーフレットを学

習で使用するか相談する。 

 ・児童が課題設定を終えたら、

担任から情報をもらい、実際

に児童の立てた課題で、資料

から情報を探すことができる

か、実際に試してみる。 

 

・担任と事前に打ち合わせを

しておき、情報を抜き出すこ

とが難しい児童の個別の支援

にあたる。 

・図書館においている情報カ

ードの不足分を確認し、補充

しておく。 

・分類・整理が難しいグルー

プについて支援する。 

 ・発表会に参加する。 

【事後】発表のために準備し

た資料があれば、回収コピー

などして、成果物を掲示、蓄積

できるようにする。 

単元計画 

単元の目標 

・自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができる。（思・判・表Ｂ(１)ウ） 

・目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表Ｃ（１）ウ） 

・比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め方を理解することができる。（知・技（２）イ） 

 

担任の動

き 

 

司書教諭

の動き 

 

学校司書 

の動き 

 

学習 

活動 


